
事業番号 0477

　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

予算事業名 国宝・重要文化財等の保存整備等
事業開始

年度
昭和２５年度 作成責任者

担当部局庁 文化庁 担当課室
伝統文化課

美術学芸課

記念物課

参事官（建造物担当）

伝統文化課長　白間  竜一郎

美術学芸課長　栗原  祐司

記念物課長　串田  俊巳

参事官（建造物担当）　大和  智

会計区分 一般会計 上位政策 文化財の保存及び活用の充実

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
文化財保護法　第35条、第74条、第77条等

関係する計
画、通知等

文化芸術の振興に関する基本的な方針
（第２次基本方針）

（平成１９年２月９日閣議決定）　他
事業の目的

（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

我が国の国民共有の財産である貴重な国宝・重要文化財等を確実に次世代に継承するために、所有者・管理団体等
が行う文化財保護のための事業に対して国庫補助を行う。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

文化財保護法に基づき、①国が文化財のうち重要なものを指定等し、現状変更、修理等に制限を課す一方、その保存
を図るため、有形の文化財（建造物、美術工芸品、民俗文化財等）については、保存修理、防災施設の設置等（昭和25
年度開始）、②無形の文化財（芸能、工芸技術、民俗芸能等）については、伝承者養成や記録作成等に対して国庫補
助を行う。（昭和27年度開始）
（補助率５０％～８５％）

実施状況

【平成２１年度実績】
交付決定件数 ： ２，６８０件（うち１１６件は助成金）

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） 18,333 19,769 21,482 21,792 18,742

執行額 17,755 19,767 20,543

執行率 96.8% 100.0% 95.6%

総事業費(執行ベース) 31,342 34,779 37,568

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

○事業実施現場の状況把握
・都道府県教育委員会から、毎年１回、当該年度に実施すべき事業計画等のヒアリングを行うとともに、予算措置に際
して事業の進捗状況や今後の事業予定等を確認し、計画的に事業が行われるよう指導している。
・文化財調査官による現地調査・指導及び事業実績状況の確認、補助事業者に対して帳簿、契約関係書類の整備状
況等の実態調査等を行い、国庫補助事業の適正性の確保を図っている。
・毎年、都道府県教育委員会の担当者を対象として行っている文化財行政講座において、文化財補助金の事務処理に
関する実務講習を行っている。

○今後の課題等
・所有者等が事業を行うために必要な自己負担金の確保が困難になってきており、今後、国庫補助事業による文化財
の保存・管理が支障をきたす恐れがある。

見直しの
余地

国の定員削減が進む中で、膨大な事業件数の事務処理を行う必要があり、今後、効果的、効率的な事務処理について
検討する必要がある。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

１．事業評価の観点：この事業は、｢文化財保護法｣に基づき、国宝、重要文化財等の所有者又は管理団体等が実施する文化財
保護のための事業に対し補助を行うものであり、予算と執行の乖離是正の観点から検証を行う。
２．所　　　　　見：本事業は、建造物、美術工芸品、記念物等の区分により予算積算を行っているが、区分毎の執行実態が予算積
算と乖離しており、補助事業者のニーズなど事業量の適正な把握に努めることにより、予算を縮減すべきである。

補
　
記

２１年度から２２年度への繰越額　７４８百万円



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

Ａ

所有者又は管理団体　等

　全２，０７４機関

２０，３１４百万円

【補助】

国宝重要文化財等の保存修理、防災施
設の設置等を実施。

【助成金】
【補助金】

Ｂ

個人

全１１６人

２２９百万円

重要無形文化財保持者がその保持する
重要無形文化財について、伝承者の養
成、技の錬磨等を実施。

都道府県　　全４７機関

２０，３１４百万円

国宝重要文化財等の保存修理、防災施
設の設置等に必要な経費を支出。

事業① 事業②

国宝重要文化財等の保存修理、防災
施設の設置等を補助。

重要無形文化財保持者がその保持す
る重要無形文化財について、伝承者の
要請、技の錬磨等の実施をすることに
ついて補助

文化庁

【一般競争入札・請負】

機械設備工事、建築工事、発
掘調査、設計監理の請負、電
気工事

島根県

７３４百万円

Ａ　出雲大社

３２６百万円

Ｃ　民間会社　全４機関

３２６百万円

出雲大社の場合

文　　化　　庁
２０，５４３百万円



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

A.　出雲大社 E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

役務 本殿ほか22棟の建造物保存修理 326

　

　

　

計 326 計 0

B.　個人Ａ F

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

事業費 伝承者養成、技の錬磨に係る経費 2

計 2 計 0

C.大成建設（株）広島支店 G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

役務 建築工事業務 164

　

計 164 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



「複数支出先ブロック」の支出先一覧（上位１０機関）

ブロック　国宝・重要文化財等の保存修理、防災施設の設置等

支出先 支出額（百万円）

1 京都府 1,814

2 奈良県 1,282

3 東京都 1,013

4 大阪府 952

5 沖縄県 912

6 福岡県 886

7 長崎県 775

8 島根県 734

9 新潟県 712

10 兵庫県 671

　 その他 10,563

合計 20,314



「複数支出先ブロック」の支出先一覧（上位１０機関）

ブロックＡ　　国宝重要文化財等の保存修理、防災施設の設置等

支出先 支出額（百万円）

1 出雲大社 326

2 姫路市 325

3 高槻市 210

4 全国文化財保存技術連合会 204

5 願泉寺 200

6 善導寺 196

7 京都市 195

8 根津神社 182

9 函館市 180

10 勝興寺 170

　 その他 18,126

合計 20,314



「複数支出先ブロック」の支出先一覧（上位１０機関）

ブロックＢ　　重要無形文化財保持者

支出先 支出額（百万円）

1 個人Ａ 2

2 個人Ｂ 2

3 個人Ｃ 2

4 個人Ｄ 2

5 個人Ｅ 2

6 個人Ｆ 2

7 個人Ｇ 2

8 個人Ｈ 2

9 個人Ｉ 2

10 個人Ｊ 2

　 その他 209

合計 229



「複数支出先ブロック」の支出先一覧（上位１０機関）

ブロックＣ　　　国宝・重要文化財等の保存修理、防災施設の設置等

支出先 支出額（百万円）

1 大成建設(株)広島支店 164

2 谷上社寺工業(株) 62

3 (財)文化財建造物保存技術協会 54

4 (株)児島工務店 46

合計 326
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